


平成30年度　赤い羽根共同募金運動実施中平成30年7月豪雨災害に関する取り組み平成30年7月豪雨災害に関する取り組み平成30年7月豪雨災害に関する取り組み

◆自分の住んでいる地域を良くするための募金です。

◆10月から12月までの3か月間、全国一斉に行われます。

◆お年寄りや障がいのある人、子どもやその親など、助けを必要と

　している人たちのために役立てられます。

◆集まった募金のうち、約75％が市内の身近な福祉活動に、残り

　の約25パーセントが県内の福祉活動に活用されます。

◆災害時には、「災害ボランティアセンター」の運営にも活用されます。

赤い羽根共同募金ってな～ぁに！

いろいろな協力方法があります！

　平成29年度は、皆様の善意により20,303,853円
の募金をお寄せいただきました。
　皆様から寄せられた募金は、下記のように配分
され、身近な福祉のために活用されております。
　皆様の温かいご協力、ありがとうございました。

　今年も、赤い羽根共同募金運動が10月１
日から全国一斉に始まりました。
　寄せられた募金は、毎年多くの方々のご
理解、ご協力により社会福祉事業の充実に
役立てられております。
　また、今年７月の豪雨災害をはじめ各地
の自然災害などの復興支援にも、この共同
募金が生かされております。
　住みやすいまちづくりのためにも、皆様
のご協力をよろしくお願いいたします。

期間：10月1日から12月31日まで

福祉啓発事業費　　　　　　　1,425,000円

児童・青少年福祉費　　　　　　284,100円

障がい児者福祉費　　　　　　　230,000円

高齢者福祉費　　　　　　　　6,249,600円

ボランティア活動推進費　　　　  40,000円

地区・校区社協活動費　　　　5,185,000円

地域福祉整備推進費　　　　　1,363,000円

県域を対象とした福祉事業　　3,700,195円

災害等準備金　　　　　　　　　608,728円

共同募金運動事務費　　　　　1,218,230円

平成30年度は、２１,０００,０００円を目標に募金活動を進めてまいります。
皆様のご協力をよろしくお願いします。

戸別募金

法人募金

街頭募金

イベント募金

職域募金

自治会の協力を得て、世帯ごとにご寄付をお願いしています。

企業・法人を訪問してご寄付をお願いしています。

スーパーなどの店頭で街頭募金活動を実施しています。

各種イベントの際に、その場に集まった人にご寄付をお願いしています。

会社や官公庁など、職場の社員・職員にご寄付をお願いしています。

平成30年7月6日からの豪雨により、広範囲に豪雨、土砂災害等による甚大な被害が発生しました。お亡くな
りになられた方々に謹んでお悔やみ申し上げるとともに、被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

飯塚市災害ボランティアセンター
　　　　　　　　　　　活動概況報告

広島県坂町の災害ボランティア
　　　　　　センターへの職員派遣

　7月6日（金）の「平成30年7月豪雨災害」により飯
塚市では床上浸水338件、床下浸水296件などの住宅
被害が発生しました。
　7月7日（土）午前9時に飯塚市災害対策本部から飯
塚市社協に対して、災害ボランティアセンター設置準
備要請があり、災害協定を締結している企業や飯塚市
社会福祉法人地域公益活動連携協議会（21法人）への
職員派遣照会、並びに被害状況を把握するために現地
調査やボランティアに関する相談受付を行い、7月9日
（月）午前10時に「飯塚市災害ボランティアセン
ター」を設置して具体的救援活動を開始しました。活
動内容は下記のとおりです。
　

ボランティア活動者数　7月10日（火）～20日（金）
　のべ389名（受付者数326名）
ボランティア派遣件数　7月10日（火）～20日（金）
　39件（相談・調整業務を除く）
　①頴田地区13件　②幸袋地区20件　③二瀬地区4件
　④鎮西地区  1件　⑤菰田地区  1件
主な活動内容
　高齢者や障がい者世帯な
ど、自分では対応が困難な
方で、床上浸水等の被害に
遭われた方に対する救援活
動、およびボランティアに
対するコーディネート活動
を行いました。

　平成30年7月豪雨により被害を受け
た、広島県安芸郡坂町にある「坂町災害
ボランティアセンターサポート小屋浦」
の運営スタッフとして参加しました。
　このセンターは、山間部に位置してい
ることから、特に被害のひどかった小屋
地区の小屋浦小学校プールを利用して開
設されており、地域の住民福祉協議会会
長を中心に、県外から多くのボランティ
アを受け入れて運営にあたっていまし
た。
　坂町の住民の方々は「自分たちでやら
なければならない」という意識が強いた
め、住民福祉協議会の会長が率先して地
域に出向き、住民からの聞き取り調査を
したり、ボランティアのマッチングや資
材の準備、被災した活動場所までの道案
内等を行っていましたので、情報の共有
に重きをおいて活動にあたりました。
　私の経験した他の災害ボランティアセ
ンターと運営が異なるため最初は戸惑う
こともありましたが、今までに無い貴重
な経験をさせてもらったと感じました。
　毎日が炎天下で熱中症により倒れる方
もおられましたが、汗をかき、泥まみれ
になりながらも活動を終え帰ってきたボ
ランティアさんの笑顔や、地域住民との
何気ない会話の中で元気をもらい、勇気
づけられたのを覚えています。坂町災害
ボランティアセンターで出会った方々や
学んだことは、私にとってかけがえのな
いものでした。
　機会があれば坂町へ行き、一日も早い
復興に少しでも協力したいと思います。
充実した6日間でした。ありがとうござい
ました。
　　　　　　　　（地域課　瀧本和也）

福岡県共同募金会
飯塚市支会長
田中　英美
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鎮西地区社協・ネット
和多 八州男会長

二瀬地区社協・ネット
寺尾 禮三会長

幸袋地区社協
中垣 秀樹会長

幸袋地区ネット
浦河 裕紀委員長

鯰田地区社協・ネット
上田 晃三会長

片島地区社協・ネット
今福 裕子会長

飯塚地区社協・ネット
田中 和俊会長

鎮西地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　皆さんの地域に、地区社会福祉協議会や地域福祉ネットワーク委員会という組織が、任意団体として
設置されていることはご存知でしょうか。
　地区社協は、子どもから大人まですべての住民を対象としていますが、地域福祉ネットワーク委員会
は高齢者向けの活動を展開されており、どちらの団体も地域の身近な福祉課題に応じたきめ細かな福
祉サービスを住民自ら行っておられます。
　メンバーとしては、自治会長・民生委員児童委員・老人クラブ・障がい者団体・福祉委員・青少年
健全育成会・食生活改善推進会・まちづくり協議会・交流センター・包括支援センターなどの代表
者等で構成されていますが、地域の実情に合わせて様々に組織されています。
　飯塚市社協は、市民の皆さんが地域福祉活動を行いやすいように、活動内容、人材育成、情報提供、
財政援助などを通して、共に「福祉のまちづくり」をすすめるように支援しています。
　今月号は、9つの地区社協をご紹介しますが、次回は穂波・筑穂・庄内・頴田の地区社協を紹介す
る予定です。

飯塚市社会福祉協議会

地区 (校区 ) 社会福祉協議会
(18 か所 )

地域福祉ネットワーク委員会
(20ヵ所）

協働

　鎮西地区は、西に竜王山系を抱え、東に飯塚市の中心街へ延び、西側に八木山高原 (標高 250～
300ｍ) がある中山間地で、人口は年々伸び現在は約 12,000 人となっておりますが、このうち約 3
割がアパートで、この方たちはほとんど自治会に加入していません。
　鎮西地区社協は今年で創立 50周年となり、この記念行事を、鎮西交流センターの開館記念行事
(竜王祭り)とタイアップして「福祉祭り」として 11月 10・11日に行うようにしています。
　年内行事として、電話相談、給食サービス、ふれあいバスハイク、新 1年生に黄色い交通安全帽子を
配布などしています。
　その他、認知症の方の徘徊捜索模擬訓練や、介護予防と健康寿命を延ばすための「フレイル予防教
室」を、鎮西地区地域包括支援センターとタイアップして行っており、安心して暮らせるまちづくりを
目指しています。

二瀬地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　私の住む二瀬地区は、人口 19,000 人、70歳以上の高齢者は約 3,700人です。
　ここは、かつて日鉄二瀬炭鉱として栄えた炭鉱町です。いまでは、「学園・文化都市・いつま
でも住み続けたい町」を目指して、みんなで汗をかいています。
　二瀬地区社協の主な福祉活動は、①月１回の福祉弁当の配食サービス、②毎週火曜日のふれ
あい電話訪問、③ふれあい給食会・年１回、④各自治会いきいきサロン、⑤年 2回の福祉委員
研修会などです。
　いずれの事業も市社協の助成金で運営しています。予算的には本音を言えばもう少し増額を
期待したいのですが・・・共同募金額が右肩下がりの現状では、無理は言えませんね。
　以上、地道な福祉活動を続けてまいります。

幸袋地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  　　　　　　　（一言メッセージ）

　会長になってまだ 3年目ですが幸い行方不明者等の捜索活動をする事なく
現在に至っています。幸袋地区は高齢者が多く、認知症の方も増加し、行方不明
者等が出た時にいかに行動するかを社協役員と福祉ネットワーク委員会役員
で何度となく会議をし、危機管理部を創設。もしもに備えてすぐに集まり早期捜
索・早期発見を目標に日々思案中です。
　平成30年度は、地区社協が主催する認知症サポーター養成講座を民生委員・
福祉委員・自治会長など数多くの方に受講していただきました。認知症を正し
く理解し、認知症の人を家族と共に地域の温かい眼で見守り、徘徊や行方不明
になる前に誰かが気づくことで、未然防止ができる地域づくりを目指して、今後
も１人でも多くのサポーターを養成しようと考えています。

鯰田地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　鯰田地区では、地区社協の会長が、地域福祉ネットワーク委員会の委員長も兼ねており、福祉活動
全般のお世話をさせていただいております。
　主な活動の一つである月１回の「いきいきサロン」は、12の町内で年間約 2,300 人が参加し、健
康・教養・娯楽等々に楽しく充実した活動を行っています。
　また、36人の独り暮らしの高齢者に対して月２回の「ふれあい電話訪問」を実施しています。その
他にも、年１回「ひとひの集い」には 130人、「年輪バスハイク」には 40人の方が参加され盛会を博
しています。
　これらの活動に携わっている福祉委員、民生委員、女性ボランティア等々の日々献身的な活動に
感謝と敬意を抱くとともに、今日的課題である「生活支援体制」を確立するためにも、まちづくり協
議会とのさらなる連携を強く感じている昨今です。

片島地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　片島地区では、いきいきサロンや山笠、もちつき、どんど焼きといった地域行事が行われていま
す。公民館は山の上にあり、急な坂があるため参加できない方がおられ、改善策を考えているところ
です。
　また、平成 13年から活動している地域安全推進隊では、声掛け・見守り運動や、災害時の安全な
避難行動を呼びかけています。
　福祉活動は単独ではできません。自治会長さん、民生委員さん、福祉委員さん、他の団体の方とと
もに「我が事、丸ごと」で、できる人ができることを気持ちよくやっていくことが必要だと思います。
　飯塚片島まちづくり協議会の一員として、まちづくりに参加していますが、まちづくりは人づくり。
高齢者が力を発揮し、子供たちは健康に育つ事業行うことで、新たなつながりが生まれると信じて
頑張ります。

飯塚地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　飯塚小学校前の飯の山という小高い丘の上に、飯塚片島交流センター（旧飯塚公民館）があ
り、その事務所の中に我々飯塚地区社会福祉協議会の拠点があります。この地は前飯塚財務局
があった場所でもあります。
　飯塚地区社協の重点項目は次の 4項目を挙げて取り組んでいます。①福祉問題の早期発見、
②緊急時の迅速な対応、③高齢者や障がい者への見守り声掛け、④生涯スポーツ等の社会参加
です。
　具体的には、子供球技大会・グランドゴルフ大会・子育て支援・男性料理教室・長寿弁当・
レディースカレッジ・ママ友・ふれあいサロンなど、自治会長や民生委員、福祉委員、各種団体
の皆さんの協力により、和気あいあいの中で事業を展開しています。
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鎮西地区社協・ネット
和多 八州男会長

二瀬地区社協・ネット
寺尾 禮三会長

幸袋地区社協
中垣 秀樹会長

幸袋地区ネット
浦河 裕紀委員長

鯰田地区社協・ネット
上田 晃三会長

片島地区社協・ネット
今福 裕子会長

飯塚地区社協・ネット
田中 和俊会長

鎮西地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　皆さんの地域に、地区社会福祉協議会や地域福祉ネットワーク委員会という組織が、任意団体として
設置されていることはご存知でしょうか。
　地区社協は、子どもから大人まですべての住民を対象としていますが、地域福祉ネットワーク委員会
は高齢者向けの活動を展開されており、どちらの団体も地域の身近な福祉課題に応じたきめ細かな福
祉サービスを住民自ら行っておられます。
　メンバーとしては、自治会長・民生委員児童委員・老人クラブ・障がい者団体・福祉委員・青少年
健全育成会・食生活改善推進会・まちづくり協議会・交流センター・包括支援センターなどの代表
者等で構成されていますが、地域の実情に合わせて様々に組織されています。
　飯塚市社協は、市民の皆さんが地域福祉活動を行いやすいように、活動内容、人材育成、情報提供、
財政援助などを通して、共に「福祉のまちづくり」をすすめるように支援しています。
　今月号は、9つの地区社協をご紹介しますが、次回は穂波・筑穂・庄内・頴田の地区社協を紹介す
る予定です。

飯塚市社会福祉協議会

地区 (校区 ) 社会福祉協議会
(18 か所 )

地域福祉ネットワーク委員会
(20ヵ所）

協働

　鎮西地区は、西に竜王山系を抱え、東に飯塚市の中心街へ延び、西側に八木山高原 (標高 250～
300ｍ) がある中山間地で、人口は年々伸び現在は約 12,000 人となっておりますが、このうち約 3
割がアパートで、この方たちはほとんど自治会に加入していません。
　鎮西地区社協は今年で創立 50周年となり、この記念行事を、鎮西交流センターの開館記念行事
(竜王祭り)とタイアップして「福祉祭り」として 11月 10・11日に行うようにしています。
　年内行事として、電話相談、給食サービス、ふれあいバスハイク、新 1年生に黄色い交通安全帽子を
配布などしています。
　その他、認知症の方の徘徊捜索模擬訓練や、介護予防と健康寿命を延ばすための「フレイル予防教
室」を、鎮西地区地域包括支援センターとタイアップして行っており、安心して暮らせるまちづくりを
目指しています。

二瀬地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　私の住む二瀬地区は、人口 19,000 人、70歳以上の高齢者は約 3,700人です。
　ここは、かつて日鉄二瀬炭鉱として栄えた炭鉱町です。いまでは、「学園・文化都市・いつま
でも住み続けたい町」を目指して、みんなで汗をかいています。
　二瀬地区社協の主な福祉活動は、①月１回の福祉弁当の配食サービス、②毎週火曜日のふれ
あい電話訪問、③ふれあい給食会・年１回、④各自治会いきいきサロン、⑤年 2回の福祉委員
研修会などです。
　いずれの事業も市社協の助成金で運営しています。予算的には本音を言えばもう少し増額を
期待したいのですが・・・共同募金額が右肩下がりの現状では、無理は言えませんね。
　以上、地道な福祉活動を続けてまいります。

幸袋地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  　　　　　　　（一言メッセージ）

　会長になってまだ 3年目ですが幸い行方不明者等の捜索活動をする事なく
現在に至っています。幸袋地区は高齢者が多く、認知症の方も増加し、行方不明
者等が出た時にいかに行動するかを社協役員と福祉ネットワーク委員会役員
で何度となく会議をし、危機管理部を創設。もしもに備えてすぐに集まり早期捜
索・早期発見を目標に日々思案中です。
　平成30年度は、地区社協が主催する認知症サポーター養成講座を民生委員・
福祉委員・自治会長など数多くの方に受講していただきました。認知症を正し
く理解し、認知症の人を家族と共に地域の温かい眼で見守り、徘徊や行方不明
になる前に誰かが気づくことで、未然防止ができる地域づくりを目指して、今後
も１人でも多くのサポーターを養成しようと考えています。

鯰田地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　鯰田地区では、地区社協の会長が、地域福祉ネットワーク委員会の委員長も兼ねており、福祉活動
全般のお世話をさせていただいております。
　主な活動の一つである月１回の「いきいきサロン」は、12の町内で年間約 2,300 人が参加し、健
康・教養・娯楽等々に楽しく充実した活動を行っています。
　また、36人の独り暮らしの高齢者に対して月２回の「ふれあい電話訪問」を実施しています。その
他にも、年１回「ひとひの集い」には 130人、「年輪バスハイク」には 40人の方が参加され盛会を博
しています。
　これらの活動に携わっている福祉委員、民生委員、女性ボランティア等々の日々献身的な活動に
感謝と敬意を抱くとともに、今日的課題である「生活支援体制」を確立するためにも、まちづくり協
議会とのさらなる連携を強く感じている昨今です。

片島地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　片島地区では、いきいきサロンや山笠、もちつき、どんど焼きといった地域行事が行われていま
す。公民館は山の上にあり、急な坂があるため参加できない方がおられ、改善策を考えているところ
です。
　また、平成 13年から活動している地域安全推進隊では、声掛け・見守り運動や、災害時の安全な
避難行動を呼びかけています。
　福祉活動は単独ではできません。自治会長さん、民生委員さん、福祉委員さん、他の団体の方とと
もに「我が事、丸ごと」で、できる人ができることを気持ちよくやっていくことが必要だと思います。
　飯塚片島まちづくり協議会の一員として、まちづくりに参加していますが、まちづくりは人づくり。
高齢者が力を発揮し、子供たちは健康に育つ事業行うことで、新たなつながりが生まれると信じて
頑張ります。

飯塚地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　飯塚小学校前の飯の山という小高い丘の上に、飯塚片島交流センター（旧飯塚公民館）があ
り、その事務所の中に我々飯塚地区社会福祉協議会の拠点があります。この地は前飯塚財務局
があった場所でもあります。
　飯塚地区社協の重点項目は次の 4項目を挙げて取り組んでいます。①福祉問題の早期発見、
②緊急時の迅速な対応、③高齢者や障がい者への見守り声掛け、④生涯スポーツ等の社会参加
です。
　具体的には、子供球技大会・グランドゴルフ大会・子育て支援・男性料理教室・長寿弁当・
レディースカレッジ・ママ友・ふれあいサロンなど、自治会長や民生委員、福祉委員、各種団体
の皆さんの協力により、和気あいあいの中で事業を展開しています。
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飯塚東地区社協・ネット
金子 昭春会長

立岩地区社協
田中 久智会長

立岩地区ネット
田中 雅壽委員長

菰田地区社協・ネット
亀田 益雄会長

飯塚東地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　近頃は、秋晴れの過ごしやすい日々が続いています。日頃から社会福祉活動についてご協力
ご支援を戴き、有難うございます。
　東地区は、10自治会、約 8,900 名の人口を有する地域で、多くの福祉事業に係る人々の支
えにより活動に取り組んでいます。
　活動支援のモットーは、真に支援を必要とし、公平な支援サービスが届けられる事です。
　対象者の高齢化に伴い、対応に戸惑いをも感じる担当者もあり、良好な関係の維持には注意
を要すると共に、また支援者の高齢化も進み活動にも制限が生ずる様になりましたが、後継者
の育成と堀り起しに目配りしつつ「私もできるよ、福祉活動」の人材を目指す昨今です。

立岩地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  　　　　　　　（一言メッセージ）

　立岩地区には、自治会が 8つあり、約 9,800 人が住んでいます。高齢化率は市
の平均を下回り、比較的若い世代の多い地区です。しかし、高齢者も年々増えて
おり、高齢者に対し、ふれあい弁当の配布や電話訪問を定期的に行っています。
　いきいきサロンは 8自治会すべて（2自治会合同開催を含む）で開催してい
ます。いきいきサロンでは近隣の小学校の生徒や保育園・幼稚園の園児との交
流も盛んに行われています。
　地域の見守りの担い手である福祉委員に向け年 2回の研修会を開催してい
ますが、その際に自治会長や民生委員・児童委員も多く参加をし、地域の力でど
の年代の方にも安心して暮らしてもらえるような福祉のまちづくりを目指して
います。

菰田地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　平成 29年度は、1年かけて菰田地区地域福祉活動計画を作成し、全戸配布を行いました。　　
　平成 30年度は、菰田まちづくり協議会を核として、福祉や医療の専門職の協力も得ながら総勢
90名で認知症徘徊声掛け訓練を実施しました。今後は、児童や障がい者の捜索も可能な組織を確
立していきたいと思います。
　また、31年度からは、ちょっとした生活の困りごとを住民同士で助け合う「ちょこっとボランティ
ア」の組織作りに着手する予定です。核家族化に伴い、遠く離れている家族では老親の面倒を見るこ
とができにくくなっている現代。自治会や組内を単位とした助け合い活動は、遠隔親類・親子が本
来行うはずの援助の穴を埋めることが可能となるのではないかと考えています。
　このような活動を通して、菰田の住民が何十年も菰田に住んでくれる街にしたいものです。

福岡県知事  表彰
（民生委員・児童委員）　　　　　
金丸 　徹　野見山 三千人　㠶足 直子　  長岡 正昭　　貝原 妙　   本松 京子
久保 悦子　圓入 近子　　   岡﨑 年夫　  荒木 美代子　亀田 益雄　梅野 典子
青柳 光亮　小池 千津子　　小鶴 寿子  　時川 宏臣　　熊井 信子　
（社会福祉事業団体関係者）
　久原 千景　藤川 真理穂
（社会福祉事業施設従事者）
　大渕 康彦　泉 千賀子
　
福岡県知事  感謝
（民生委員・児童委員）
　寺尾 禮三　野口 俊悦　井手 克行
（社会福祉事業施設従事者)
　長末 貴弘　山口 正広　園下 裕行
　
福岡県社会福祉協議会会長表彰
（社会福祉事業特別功労者）
　大塚 政信　　中嶋 香寿美　　丸山 あけみ　　藤田 由紀　　尾籠 文代　　安増 妙
　古賀 美智子　隅岡 由美子
（民生委員・児童委員特別功労者）
　黒河 幸彦　　大田 ハツ子　　宮田 朋子
　
福岡県共同募金会会長表彰
　　福島 健治　　下見 政敏　　福間 豊　　花元 國雄　　松井 昭一
　
福岡県共同募金会会長感謝
　松岡 清　　　西津 雅子　　梅見 弘和　　清原 千恵子　　大久保 武敏
　長岡 正昭　　髙石 彰也　　玉ノ井 健次　長谷部 経宜　　竹川 巽
　
赤い羽根キャッチフレ－ズ
　（特別賞）　福岡県立嘉穂東高等学校

福岡県社会福祉大会
平成３０年１０月２２日（月）福岡国際会議場において

福岡県社会福祉大会が開催されました。受賞おめでとうございます。

（敬称略）
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飯塚東地区社協・ネット
金子 昭春会長

立岩地区社協
田中 久智会長

立岩地区ネット
田中 雅壽委員長

菰田地区社協・ネット
亀田 益雄会長

飯塚東地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　近頃は、秋晴れの過ごしやすい日々が続いています。日頃から社会福祉活動についてご協力
ご支援を戴き、有難うございます。
　東地区は、10自治会、約 8,900 名の人口を有する地域で、多くの福祉事業に係る人々の支
えにより活動に取り組んでいます。
　活動支援のモットーは、真に支援を必要とし、公平な支援サービスが届けられる事です。
　対象者の高齢化に伴い、対応に戸惑いをも感じる担当者もあり、良好な関係の維持には注意
を要すると共に、また支援者の高齢化も進み活動にも制限が生ずる様になりましたが、後継者
の育成と堀り起しに目配りしつつ「私もできるよ、福祉活動」の人材を目指す昨今です。

立岩地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  　　　　　　　（一言メッセージ）

　立岩地区には、自治会が 8つあり、約 9,800 人が住んでいます。高齢化率は市
の平均を下回り、比較的若い世代の多い地区です。しかし、高齢者も年々増えて
おり、高齢者に対し、ふれあい弁当の配布や電話訪問を定期的に行っています。
　いきいきサロンは 8自治会すべて（2自治会合同開催を含む）で開催してい
ます。いきいきサロンでは近隣の小学校の生徒や保育園・幼稚園の園児との交
流も盛んに行われています。
　地域の見守りの担い手である福祉委員に向け年 2回の研修会を開催してい
ますが、その際に自治会長や民生委員・児童委員も多く参加をし、地域の力でど
の年代の方にも安心して暮らしてもらえるような福祉のまちづくりを目指して
います。

菰田地区社会福祉協議会・地域福祉ネットワーク委員会
　　　　　　　　  （一言メッセージ）

　平成 29年度は、1年かけて菰田地区地域福祉活動計画を作成し、全戸配布を行いました。　　
　平成 30年度は、菰田まちづくり協議会を核として、福祉や医療の専門職の協力も得ながら総勢
90名で認知症徘徊声掛け訓練を実施しました。今後は、児童や障がい者の捜索も可能な組織を確
立していきたいと思います。
　また、31年度からは、ちょっとした生活の困りごとを住民同士で助け合う「ちょこっとボランティ
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とができにくくなっている現代。自治会や組内を単位とした助け合い活動は、遠隔親類・親子が本
来行うはずの援助の穴を埋めることが可能となるのではないかと考えています。
　このような活動を通して、菰田の住民が何十年も菰田に住んでくれる街にしたいものです。

福岡県知事  表彰
（民生委員・児童委員）　　　　　
金丸 　徹　野見山 三千人　㠶足 直子　  長岡 正昭　　貝原 妙　   本松 京子
久保 悦子　圓入 近子　　   岡﨑 年夫　  荒木 美代子　亀田 益雄　梅野 典子
青柳 光亮　小池 千津子　　小鶴 寿子  　時川 宏臣　　熊井 信子　
（社会福祉事業団体関係者）
　久原 千景　藤川 真理穂
（社会福祉事業施設従事者）
　大渕 康彦　泉 千賀子
　
福岡県知事  感謝
（民生委員・児童委員）
　寺尾 禮三　野口 俊悦　井手 克行
（社会福祉事業施設従事者)
　長末 貴弘　山口 正広　園下 裕行
　
福岡県社会福祉協議会会長表彰
（社会福祉事業特別功労者）
　大塚 政信　　中嶋 香寿美　　丸山 あけみ　　藤田 由紀　　尾籠 文代　　安増 妙
　古賀 美智子　隅岡 由美子
（民生委員・児童委員特別功労者）
　黒河 幸彦　　大田 ハツ子　　宮田 朋子
　
福岡県共同募金会会長表彰
　　福島 健治　　下見 政敏　　福間 豊　　花元 國雄　　松井 昭一
　
福岡県共同募金会会長感謝
　松岡 清　　　西津 雅子　　梅見 弘和　　清原 千恵子　　大久保 武敏
　長岡 正昭　　髙石 彰也　　玉ノ井 健次　長谷部 経宜　　竹川 巽
　
赤い羽根キャッチフレ－ズ
　（特別賞）　福岡県立嘉穂東高等学校

福岡県社会福祉大会
平成３０年１０月２２日（月）福岡国際会議場において

福岡県社会福祉大会が開催されました。受賞おめでとうございます。

（敬称略）
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プルタブ集めて車いすに大変身

飯塚市社福連通信
　10月21日（日）、穂波交流センター・
穂波体育館において、「みんなの健康・
福祉のつどい2018」が開催されまし
た。天候にも恵まれ、4,000人以上の市
民の方々に、ご来場いただきありがと
うございました。

　飯塚市内にある児童・障がい者・高
齢者・地域福祉の4つの分野の社会福
祉法人が集まって結成された、飯塚市
社会福祉法人地域公益活動連携協議会
（通称：飯塚市社福連）は、平成29年
10月10日に設立されて以来、今では
22法人が加入しています。

　４つの分野はそれぞれ専門性が異な
りますが、地域住民の福祉の向上と安
心安全な地域づくりを行うために、会
員相互の情報交換・福祉課題の分析・
実践活動を通して、会員の連携協働に
よる地域における公益的な取り組みを
目的としています。
　今年度の事業計画としては災害時の
要援護者等の支援や、サロン活動等の
地域支援を計画しており、今年7月の
豪雨災害の時には、飯塚市災害ボラン
ティアセンターに多くの法人が集結
し、被災地支援を行いました。
　社会に開かれた信頼される社会福祉
法人をめざして、地域に貢献できる活
動をすすめてまいりますので、これか
らもどうぞよろしくお願いします。

福祉型障がい児入所施設  穂波学園

障がい者支援施設  桂木とくのみ園

障がい者支援施設  あかね園

障がい者福祉サービス事業所  和の里

障がい者福祉サービス事業所  竜王の里

障がい者支援施設  梅香園

障がい者支援施設  笠松あんじゃ園

障がい者支援施設  大地の森

社会就労センター  セルプちくほ

特別養護老人ホーム  太陽の郷

特別養護老人ホーム  多田の里

特別養護老人ホーム  かいた苑

特別養護老人ホーム  天寿園

特別養護老人ホーム  つばき苑

特別養護老人ホーム  くぬぎ苑

特別養護老人ホーム  いいづか

特別養護老人ホーム  サン・ふれあい菰田

特別養護老人ホーム  はくりゅう園

特別養護老人ホーム  第二いずみ苑

幸袋こども園

あじさい保育園

飯塚市社会福祉協議会

穂波学園

東ノ原会

茜会

庄内幸和福祉会

竜王会

至誠福祉会

和光会

佐与福祉会

筑穂福祉会

親孝会

光綾会

かいた福祉会

穂波会

正松会

櫟会

いい穂会

芳寿会

庄内福祉会

いずみ福祉会

三和会

くすの樹会

飯塚市社会福祉協議会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

法 人 名 主 たる 事 業 所No

筑穂中学校の皆さんからたくさんのプルタブを
寄付していただきました。
収集ボランティアの皆さんに仕分けしていただ
き、大切に活用させていただきます。
ありがとうございました。

　 筑穂地区でプルタブを集めて車いすを寄贈す
る活動を続けている『収集ボランティア』の皆さんから、子ども用の
車いすを寄贈いただきました。思いがけないけがにも対応できるよ
う、今後は子ども用車いすも目標に活動を続けられるそうです。大
切に活用させていただきます。ありがとうございました。

（順不同）
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社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

筑豊地区福祉人材バンク
※お気軽にお問い合せください。
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）

◇
一
万
円　

目
尾
中
央　

重
田　

マ
リ
子
様 

（
故　

義
勝
様
）

◇
二
万
円　

栄
町
三
丁
目　

山
本　

哲
実
様 

（
故　

文
子
様
）

◇
五
万
円　
　
　
　
　
　

弟
子
丸　

千
代
子
様

（
故　

喜
代
志
様
）

◇
三
万
円　

柳　
　

橋　

野
見
山　

多
摩
子
様（

故　

洋
祐
様
）

◇
三
万
円　

津　
　

島　

白
石　

隆
佳
様 

（
故　

ツ
モ
エ
様
）

◇
二
万
円　

地　
　

産　

志
岐　

美
代
子
様 

（
故　

洋
二
様
）

鎮
西
地
区

◇
三
万
円　

建
花
寺　

村
瀬　

み
え
子
様 

（
故　

克
己
様
）

◇
一
万
円　

潤
野
上
区　

粟
根　

郁
子
様 

（
故　

俊
夫
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

原　

功
様 

（
故　

康
子
様
）

◇
五
万
円　

建
花
寺　

石
井　

ミ
ユ
キ
様 

（
故　

政
則
様
）

◇
二
万
円　

花　
　

瀬　

室　

雄
一
様 

（
故　

ト
シ
ヱ
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故　

和
恵
様
）

◇
三
万
円　

八
木
山　

石
坂　

哲
也
様 

（
故　

ワ
カ
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
上
区　

国
廣　

啓
子
様 

（
故　

祐
二
様
）

◇
一
万
円　

潤
野
上
区　

佐
名
木　

弘
美
様 

（
故　

康
弘
様
）

《
初
盆
寄
付
》

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》　

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

柳　
　

橋　

野
見
山　

多
摩
子
様（

故　

洋
祐
様
）

◇
一
万
円　

中　
　

一　

岩
橋　

怜
子
様 

（
故　

武
志
様
）

◇
一
万
円　

津　
　

島　

内
谷　

ミ
ヨ
子
様 

（
故　

秋
𠮷
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

栗
原　

卓
次
様

（
故　

小
金
丸
フ
ミ
エ
様
）

◇
三
万
円　

薙　
　

野　

野
見
山　

康
弘
様 （

故　

シ
ズ
子
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
穂
波
支
所
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

初
雄
様　

 

（
故　

忍
様
）

◇
楽　
　

市　

元
吉　

利
光
様 

（
故　

フ
ミ
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

原
野　

咲
生
様 

（
故　

初
子
様
）

◇
南　
　

尾　

米
澤　

教
子
様 

（
故　

シ
ノ
キ
様
）

◇
平　
　

恒　

田
中　

憲
吾
様 

（
故　

美
代
子
様
）

◇
平　
　

恒　

河
原　

政
治
様 

 

（
故　

千
惠
子
様
）

◇
平
恒
本
町　

岩
元　

茂
幸
様 

（
故　

政
子
様
）

◇
平
恒
新
町　

岡
﨑　

惠
津
子
様 

（
故　

秋
好
勇
様
）

◇
平
恒
新
町　

徳
久　

み
ち
子
様 

（
故　

政
義
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

藤
川　

千
代
美
様　
　

 

　
（
故　

正
幸
様
）

◇
高　
　

田　

桑
名　

淳
二
様　
　

 

（
故　

徳
雄
様
）

◇
久
保
白　

森　

正
子
様　
　
　

 

　
（
故　

厚
一
様
）

◇
椿　
　
　
　

吉
尾　

美
江
子
様　

 

　
（
故　

章
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

近
藤　

吉
一
様 

（
故　

千
恵
子
様
）

◇
安　
　

恒　

宮
嶋　

千
恵
子
様

（
故　

熊
谷
ハ
ツ
ヱ
様
）

◇
天　
　

道　

土
師　

弥
一
郎
様　

 

（
故　

貞
吉
様
）

◇
小
正
一
区　

森　
　

サ
ナ
ヱ
様　
　

 

　
（
故　

勝
様
）

◇
小
正
一
区　

永
利　

夏
子
様　
　
　

 

　
（
故　

勝
治
様
）

◇
小
正
一
区　

西
園　

知
宏
様　
　

 

　
　
（
故　

義
史
様
）

◇
振　
　

興　

櫻
田　

紀
子
様 

（
故　

健
次
様
）

◇
枝
国
二
区　

島　

千
世
子
様 

（
故　

功
様
）

◇
枝
国
二
区　

藤
田　

浩
二
様 

（
故　

ヨ
シ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
神
の
浦
浦
田　

藤
川　

千
代
美
様 

（
故　

正
幸
様
）

◇
平
恒
新
町　

徳
久　

み
ち
子
様 

（
故　

政
義
様
）

◇
平
恒
本
町　

岩
元　

茂
幸
様 

（
故　

政
子
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
、
「
他

の
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但
し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

お　

知　

ら　

せ

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
太
郎
丸
一
区　

近
藤　

吉
一
様 

（
故　

千
恵
子
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

上
田　

実
千
江
様 

（
故　

駿
二
様
）

◇
安　
　

恒　

宮
嶋　

千
恵
子
様 

（
故　

熊
谷
ハ
ツ
ヱ
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
高　
　

田　

古
屋　

隆
之
様 

（
故　

須
磨
子
様
）

◇
高　
　

田　

桑
名　

淳
二
様 

（
故　

徳
雄
様
）

◇
久
保
白　

森　

正
子
様 

（
故　

厚
一
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

永
利　

夏
子
様 

　
（
故　

勝
治
様
）

《
穂
波
支
所
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

◇
堀　
　

池　

中
村　

弘
子
様 

（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

桑
野　

瞳
様 

（
故　

ス
ミ
ヱ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

宮
嶋　

澄
子
様 

（
故　

野
中
ト
ミ
ヱ
様
）

◇
忠
営
三
区　

西
津　

雅
子
様 

（
故　

幸
義
様
）

◇
楽　
　

市　

山
倉　

由
美
子
様 

（
故　

正
岡
照
子
様
）

◇
南　
　

尾　

中
村　

孝
治
様 

（
故　

マ
サ
ヱ
様
）

◇
平　
　

恒　

村
上　

タ
カ
子
様 

（
故　

清
三
郎
様
）

◇
平　
　

恒　

世
継　

迪
美
子
様 

（
故　

芳
夫
様
）

◇
平
恒
本
町　

小
井
手　

静
木
様 

（
故　

エ
ミ
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

孝
子
様 

（
故　

翁
源
様
）

◇
椿　
　
　
　

安
永　

秀
俊
様 

（
故　

マ
サ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

谷
口　

慶
子
様 

（
故　

博
俊
様
）

◇
弁　
　

分　

安
武　

明
美
様　

 

（
故　

良
春
様
）

◇
弁　
　

分　

白
水　

惠
美
子
様 

（
故　

金
生
様
）

◇
天　
　

道　

篠
﨑　

新
七
様 

（
故　

昌
江
様
）

◇
高　
　

田　

木
本　

雅
三
様 

（
故　

典
子
様
）

◇
高　
　

田　

臼
井　

洋
之
様 

（
故　

秋
義
様
）

◇
高　
　

田　

岩
﨑　

志
津
子
様 

（
故　

晃
一
様
）

◇
舎
利
蔵　

熊
谷　

万
里
子
様 

（
故　

国
丸
清
勝
様
）

◇
津　
　

原　

稲
冨　

妙
子
様 

（
故　

修
三
様
）

◇
津　
　

原　

水
間　

志
保
子
様 

（
故　

康
男
様
）

◇
振　
　

興　

櫻
田　

紀
子
様 

（
故　

健
次
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様　

 

　
（
故　

榮
一
様
）

◇
堀　
　

池　

中
村　

弘
子
様　

 

　
（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

桑
野　

瞳
様　
　

 

　
（
故　

ス
ミ
ヱ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

宮
嶋　

澄
子
様 

　
（
故　

野
中
ト
ミ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
東
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
忠
営
三
区　

西
津　

雅
子
様 

（
故　

幸
義
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
南　
　

尾　

中
村　

孝
治
様　

 

　
（
故　

マ
サ
ヱ
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

孝
子
様　

 

　
　
（
故　

翁
源
様
）

◇
椿　
　
　
　

安
永　

秀
俊
様　

 

　
　
（
故　

マ
サ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

谷
口　

慶
子
様　

 

　
　
（
故　

博
俊
様
）

◇
天　
　

道　

篠
﨑　

新
七
様 

　
　
　
（
故　

昌
江
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
高　
　

田　

木
本　

雅
三
様　

 

　
　
（
故　

典
子
様
） 

◇
高　
　

田　

臼
井　

洋
之
様　

 

　
　
（
故　

秋
義
様
）

◇
高　
　

田　

岩
﨑　

志
津
子
様　

 　
　
　
（
故　

晃
一
様
）

◇
舎
利
蔵　

熊
谷　

万
里
子
様　

 

（
故　

国
丸
清
勝
様
）

◇
津　
　

原　

稲
冨　

妙
子
様　
　

 

　
（
故　

修
三
様
）

◇
津　
　

原　

水
間　

志
保
子
様　

 

　
（
故　

康
男
様
）

◇
小　
　

正　

小
金
丸　

茂
実
様 

（
故　

フ
ミ
エ
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
附
》

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

寿
雄
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
大　
　

分　

梅
澤　

幸
広
様　

 

（
故　

ト
ヨ
子
様
）

◇
大　
　

分　

永
野　

美
津
枝
様 

（
故　

芳
則
様
）

◇
大　
　

分　

田
代　

廣
様　

 

　
（
故　

ま
さ
子
様
）

◇
大　
　

分　

谷
村　

舞
様 

　
　
（
故　

孝
様
）

◇
う
ぐ
い
す
台　

野
中　

孝
夫
様 

　
（
故　

カ
ツ
ヱ
様
）

◇
長　
　

尾　

原　
　

龍
哉
様 

　
（
故　

龍
松
様
）

◇
長　
　

尾　

大
塚　

八
雲
様 

（
故　

憲
保
様
）

◇
弥　
　

山　

吉
村　

秀
一
様 

　
（
故　

ス
マ
子
様
）

◇
下　
　

揚　

大
庭　

博
紀
様 

　
（
故　

千
芳
様
）

◇
上　
　

揚　

大
庭　

澄
芳
様 

　
（
故　

ミ
チ
ヱ
様
）

◇
桑　
　

曲　

多
田　

清
重
様 

　
（
故　

タ
ミ
エ
様
）

　
　
　

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

ミ
ヨ
子
様 

（
故　

早
雄
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
赤　
　

坂　

藤
川　

妙
子
様 

（
故　

格
様
）

◇
関
ノ
台　

平
城　

節
子
様 

（
故　

昭
次
郎
様
）

◇
仁　
　

保　

西　
　

弘
成
様 

（
故　

明
子
様
）

◇
本　
　

村　

佐
野　

幸
寛
様 

（
故　

幸
子
様
）

◇
赤　
　

坂　

有
松　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

秀
克
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

隆
志
様 

（
故　

正
一
様
）

◇
安　
　

丸　

大
里　

聖
子
様 

（
故　

逸
男
様
）

◇
有
井
二
区　

林
田　

久
雄
様 

（
故　

マ
サ
エ
様
）

◇
仁　
　

保　

荻
野　

秀
之
様 

（
故　

祥
之
様
）

◇
仁　
　

保　

安
藤　

貞
惠
様 

（
故　

久
榮
様
）

◇
筒　
　

野　

笹
栗　

豊
寿
様 

（
故　

ス
マ
子
様
）

◇
新
町
一
区　

新
開　

誠
様 

（
故　

ア
サ
ヱ
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
初
盆
返
し
寄
付
》

◇
仁　
　

保　

西　

弘
成
様 

　
（
故　

明
子
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
東
勢
田
２　

岩
橋　

静
江
様 

（
故　

冨
士
雄
様
）

筑豊地区福祉人材バンクは、あなたのやる気をサポートします！
まずは、「福祉のお仕事」ホームページにアクセスして
求職者（届出者）マイページ登録をお願いします！　　　　　　　　
筑豊地区福祉人材バンクでは、福祉の職場で活躍した
い方と福祉人材を求めている事業所とのマッチング・
仲介を行っています。
あなたのお仕事探しを、「福祉のお仕事」で効率的に‼
◆相談受付/午前９時～午後４時30分　◆定休日/土日祝日、年末年始
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

https://www.fukushi-work.jp/

☎0948-２３－２２１０ 担当：久保山



社会福祉法人　飯塚市社会福祉協議会

筑豊地区福祉人材バンク
※お気軽にお問い合せください。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
香
典
返

し
等
た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
意
思
に
沿
い
、
飯
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
、
子
育
て
事
業
、
障

が
い
児
・
者
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
生
活
支
援

事
業
並
び
に
各
福
祉
団
体
の
活
動
助
成
金
な
ど
へ

大
切
な
財
源
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
附
金
額
等
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て

は
、
寄
附
者
ご
本
人
の
ご
意
向
に
よ
り
、
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

◆
平
成
三
十
年
五
月
一
日
〜

　
　
　
　

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
受
付
分

【
本
所
受
付
分
】

《
物
品
寄
付
》

◇
高
圧
洗
浄
機
三
台

生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
様

◇
防
塵
マ
ス
ク
五
十
枚　

（
株
）　

山
文
様

◇
帽
子
三
十
六
個　
　
　

堀
川　

正
行
様

◇
ジ
ュ
ー
ス
二
ケ
ー
ス　

杉
本　

貴
美
代
様

◇
車
い
す
一
台　

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ち
く
ほ
様

《
一
般
寄
付
》

◇
十
万
三
千
百
十
七
円 

九
州
ア
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
愛
好
会
エ
ン
ド
ラ
ス
ト
様

◇
五
千
円　

飯
塚
市
婦
人
会
様

◇
一
万
三
千
二
十
円

飯
塚
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
様

《
指
定
寄
付
》

◇
一
万
円　

東
京
都　

野
見
山　

修
吉
様

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
二
万
円　

上
本
町　

塚
本　

由
美
様

（
故　

上
野　

シ
ヅ
子
様
）

◇
三
万
円　

東
徳
前　

木
下　

記
代
美
様

（
故　

木
下　

米
子
様
）

片
島
地
区

◇
三
万
円　

片
島
本
町　

安
永　

円
司
様 

（
故　

富
貴
子
様
）

立
岩
地
区

◇
五
万
円　

川　
　

島　

髙
次　

敦
子
様 

（
故　

哲
夫
様
）

◇　
　
　
　

旧
芳
雄　

後
藤　

雅
様 

（
故　

静
児
様
）

◇
一
万
円　

柏
の
森　

加
藤　

秀
俊
様 

（
故　

清
子
様
）

◇　
　
　
　

柏
の
森　

可
成　

伸　

様
（
故　

一
脇　

ヨ
シ
モ
様
）

◇
一
万
円　

柏
の
森　

鬼
丸　

吉
朗
様（
故　

宗
敏
様
）

鯰
田
地
区

◇
二
万
円　

鯰
田
篠
田　

芹
野　

文
子
様 

（
故　

学
士
様
）

二
瀬
地
区

◇
五
万
円　

西
伊
岐
須　

酒
井　

幸
吉
様 

（
故　

美
智
子
様
）

◇
三
万
円　

東
川
津　

衛
藤　

純
子
様 

（
故　

幸
利
様
）

幸
袋
地
区

◇　
　
　
　

第
二
目
尾　

松
浦　

カ
ヲ
ル
様 

（
故　

俊
三
様
）

◇
二
万
円　

栄
町
三
丁
目　

松
尾　

敬
子
様 

（
故　

俊
実
様
）

鎮
西
地
区

◇
二
万
円　

明
星
寺　

宮
本　

光
敏
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

◇
一
万
円　

大
日
寺　

中
嶋　

義
英
様 

（
故　

ア
サ
子
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故　

和
恵
様
）

《
地
区
へ
の
寄
付
》

鎮
西
地
区

◇
三
万
円　

潤
野
下
区
自
治
会

　
　
　
　
　
　
　

和
田　

御
幸
様 

（
故　

和
恵
様
）

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》

立
岩
地
区

◇
二
万
円　

柏
の
森　

加
藤　

秀
俊
様 

（
故　

清
子
様
）

◇
二
万
円　

柏
の
森　

松
井　

清
子
様 

（
故　

英
雄
様
）

菰
田
地
区

◇
二
万
円　

南
通
り　

岡
本　

由
紀
江 

様（
故　

晃
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

平
野　

千
須
様 

（
故　

敏
博
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

新　

中
村　

一
郎
様 

（
故　

サ
ワ
コ
様
）

◇
一
万
円　

鶴
三
緒　

渡
邊　

健
吉
様 

（
故　

ク
ニ
子
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

本　
　

町　

菱
本　

矢
数
恵
様 

（
故　

和
雄
様
）

二
瀬
地
区

◇
三
万
円　

西
横
田　

野
見
山　

嘉
幸
様 

（
故　

良
子
様
）

◇
二
万
円　

高
雄
区　

宇
佐
見　

恵
子
様 

（
故　

勲
様
）

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

栄
町
三
丁
目　

松
尾　

敬
子
様 

（
故　

俊
実
様
）

◇
二
万
円　

中　
　

一　

岩
橋　

怜
子
様 

（
故　

武
志
様
）

◇
一
万
円　

目
尾
中
央　

重
田　

マ
リ
子
様 

（
故　

義
勝
様
）

◇
二
万
円　

栄
町
三
丁
目　

山
本　

哲
実
様 

（
故　

文
子
様
）

◇
五
万
円　
　
　
　
　
　

弟
子
丸　

千
代
子
様

（
故　

喜
代
志
様
）

◇
三
万
円　

柳　
　

橋　

野
見
山　

多
摩
子
様（

故　

洋
祐
様
）

◇
三
万
円　

津　
　

島　

白
石　

隆
佳
様 

（
故　

ツ
モ
エ
様
）

◇
二
万
円　

地　
　

産　

志
岐　

美
代
子
様 

（
故　

洋
二
様
）

鎮
西
地
区

◇
三
万
円　

建
花
寺　

村
瀬　

み
え
子
様 

（
故　

克
己
様
）

◇
一
万
円　

潤
野
上
区　

粟
根　

郁
子
様 

（
故　

俊
夫
様
）

◇
二
万
円　

大
日
寺　

原　

功
様 

（
故　

康
子
様
）

◇
五
万
円　

建
花
寺　

石
井　

ミ
ユ
キ
様 

（
故　

政
則
様
）

◇
二
万
円　

花　
　

瀬　

室　

雄
一
様 

（
故　

ト
シ
ヱ
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
下
区　

和
田　

御
幸
様 

（
故　

和
恵
様
）

◇
三
万
円　

八
木
山　

石
坂　

哲
也
様 

（
故　

ワ
カ
様
）

◇
三
万
円　

潤
野
上
区　

国
廣　

啓
子
様 

（
故　

祐
二
様
）

◇
一
万
円　

潤
野
上
区　

佐
名
木　

弘
美
様 

（
故　

康
弘
様
）

《
初
盆
寄
付
》

《
地
区
社
協
へ
の
寄
付
》　

幸
袋
地
区

◇
一
万
円　

柳　
　

橋　

野
見
山　

多
摩
子
様（

故　

洋
祐
様
）

◇
一
万
円　

中　
　

一　

岩
橋　

怜
子
様 

（
故　

武
志
様
）

◇
一
万
円　

津　
　

島　

内
谷　

ミ
ヨ
子
様 

（
故　

秋
𠮷
様
）

◇
二
万
円　

庄　
　

司　

栗
原　

卓
次
様

（
故　

小
金
丸
フ
ミ
エ
様
）

◇
三
万
円　

薙　
　

野　

野
見
山　

康
弘
様 （

故　

シ
ズ
子
様
）

【
穂
波
支
所
受
付
分
】

《
穂
波
支
所
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

◇
楽　
　

市　

茅
野　

初
雄
様　

 

（
故　

忍
様
）

◇
楽　
　

市　

元
吉　

利
光
様 

（
故　

フ
ミ
子
様
）

◇
忠
隈
二
区　

原
野　

咲
生
様 

（
故　

初
子
様
）

◇
南　
　

尾　

米
澤　

教
子
様 

（
故　

シ
ノ
キ
様
）

◇
平　
　

恒　

田
中　

憲
吾
様 

（
故　

美
代
子
様
）

◇
平　
　

恒　

河
原　

政
治
様 

 

（
故　

千
惠
子
様
）

◇
平
恒
本
町　

岩
元　

茂
幸
様 

（
故　

政
子
様
）

◇
平
恒
新
町　

岡
﨑　

惠
津
子
様 

（
故　

秋
好
勇
様
）

◇
平
恒
新
町　

徳
久　

み
ち
子
様 

（
故　

政
義
様
）

◇
神
の
浦
浦
田　

藤
川　

千
代
美
様　
　

 

　
（
故　

正
幸
様
）

◇
高　
　

田　

桑
名　

淳
二
様　
　

 

（
故　

徳
雄
様
）

◇
久
保
白　

森　

正
子
様　
　
　

 

　
（
故　

厚
一
様
）

◇
椿　
　
　
　

吉
尾　

美
江
子
様　

 

　
（
故　

章
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

近
藤　

吉
一
様 

（
故　

千
恵
子
様
）

◇
安　
　

恒　

宮
嶋　

千
恵
子
様

（
故　

熊
谷
ハ
ツ
ヱ
様
）

◇
天　
　

道　

土
師　

弥
一
郎
様　

 

（
故　

貞
吉
様
）

◇
小
正
一
区　

森　
　

サ
ナ
ヱ
様　
　

 

　
（
故　

勝
様
）

◇
小
正
一
区　

永
利　

夏
子
様　
　
　

 

　
（
故　

勝
治
様
）

◇
小
正
一
区　

西
園　

知
宏
様　
　

 

　
　
（
故　

義
史
様
）

◇
振　
　

興　

櫻
田　

紀
子
様 

（
故　

健
次
様
）

◇
枝
国
二
区　

島　

千
世
子
様 

（
故　

功
様
）

◇
枝
国
二
区　

藤
田　

浩
二
様 

（
故　

ヨ
シ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
神
の
浦
浦
田　

藤
川　

千
代
美
様 

（
故　

正
幸
様
）

◇
平
恒
新
町　

徳
久　

み
ち
子
様 

（
故　

政
義
様
）

◇
平
恒
本
町　

岩
元　

茂
幸
様 

（
故　

政
子
様
）

▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
は
、
「
他

の
福
祉
団
体
等
」
へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て

掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご

寄
付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。　

但
し
、
他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下
さ

い
。

お　

知　

ら　

せ

《
椋
本
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
太
郎
丸
一
区　

近
藤　

吉
一
様 

（
故　

千
恵
子
様
）

◇
太
郎
丸
一
区　

上
田　

実
千
江
様 

（
故　

駿
二
様
）

◇
安　
　

恒　

宮
嶋　

千
恵
子
様 

（
故　

熊
谷
ハ
ツ
ヱ
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
高　
　

田　

古
屋　

隆
之
様 

（
故　

須
磨
子
様
）

◇
高　
　

田　

桑
名　

淳
二
様 

（
故　

徳
雄
様
）

◇
久
保
白　

森　

正
子
様 

（
故　

厚
一
様
）

《
若
菜
校
区
社
協
へ
香
典
返
し
》

◇
小
正
一
区　

永
利　

夏
子
様 
　
（
故　

勝
治
様
）

《
穂
波
支
所
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様 

（
故　

榮
一
様
）

◇
堀　
　

池　

中
村　

弘
子
様 

（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

桑
野　

瞳
様 

（
故　

ス
ミ
ヱ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

宮
嶋　

澄
子
様 

（
故　

野
中
ト
ミ
ヱ
様
）

◇
忠
営
三
区　

西
津　

雅
子
様 

（
故　

幸
義
様
）

◇
楽　
　

市　

山
倉　

由
美
子
様 

（
故　

正
岡
照
子
様
）

◇
南　
　

尾　

中
村　

孝
治
様 

（
故　

マ
サ
ヱ
様
）

◇
平　
　

恒　

村
上　

タ
カ
子
様 

（
故　

清
三
郎
様
）

◇
平　
　

恒　

世
継　

迪
美
子
様 

（
故　

芳
夫
様
）

◇
平
恒
本
町　

小
井
手　

静
木
様 

（
故　

エ
ミ
子
様
）

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

孝
子
様 

（
故　

翁
源
様
）

◇
椿　
　
　
　

安
永　

秀
俊
様 

（
故　

マ
サ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

谷
口　

慶
子
様 

（
故　

博
俊
様
）

◇
弁　
　

分　

安
武　

明
美
様　

 

（
故　

良
春
様
）

◇
弁　
　

分　

白
水　

惠
美
子
様 

（
故　

金
生
様
）

◇
天　
　

道　

篠
﨑　

新
七
様 

（
故　

昌
江
様
）

◇
高　
　

田　

木
本　

雅
三
様 

（
故　

典
子
様
）

◇
高　
　

田　

臼
井　

洋
之
様 

（
故　

秋
義
様
）

◇
高　
　

田　

岩
﨑　

志
津
子
様 

（
故　

晃
一
様
）

◇
舎
利
蔵　

熊
谷　

万
里
子
様 

（
故　

国
丸
清
勝
様
）

◇
津　
　

原　

稲
冨　

妙
子
様 

（
故　

修
三
様
）

◇
津　
　

原　

水
間　

志
保
子
様 

（
故　

康
男
様
）

◇
振　
　

興　

櫻
田　

紀
子
様 

（
故　

健
次
様
）

《
楽
市
校
区
西
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
堀　
　

池　

稲
冨　

誉
也
様　

 

　
（
故　

榮
一
様
）

◇
堀　
　

池　

中
村　

弘
子
様　

 

　
（
故　

ヒ
サ
ノ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

桑
野　

瞳
様　
　

 

　
（
故　

ス
ミ
ヱ
様
）

◇
松
ヶ
瀬　

宮
嶋　

澄
子
様 

　
（
故　

野
中
ト
ミ
ヱ
様
）

《
楽
市
校
区
東
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
忠
営
三
区　

西
津　

雅
子
様 

（
故　

幸
義
様
）

《
平
恒
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
南　
　

尾　

中
村　

孝
治
様　

 

　
（
故　

マ
サ
ヱ
様
）

《
椋
本
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
椿　
　
　
　

青
柳　

孝
子
様　

 

　
　
（
故　

翁
源
様
）

◇
椿　
　
　
　

安
永　

秀
俊
様　

 

　
　
（
故　

マ
サ
子
様
）

◇
弁　
　

分　

谷
口　

慶
子
様　

 

　
　
（
故　

博
俊
様
）

◇
天　
　

道　

篠
﨑　

新
七
様 

　
　
　
（
故　

昌
江
様
）

《
髙
田
校
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
高　
　

田　

木
本　

雅
三
様　

 

　
　
（
故　

典
子
様
） 

◇
高　
　

田　

臼
井　

洋
之
様　

 

　
　
（
故　

秋
義
様
）

◇
高　
　

田　

岩
﨑　

志
津
子
様　

 　
　
　
（
故　

晃
一
様
）

◇
舎
利
蔵　

熊
谷　

万
里
子
様　

 

（
故　

国
丸
清
勝
様
）

◇
津　
　

原　

稲
冨　

妙
子
様　
　

 

　
（
故　

修
三
様
）

◇
津　
　

原　

水
間　

志
保
子
様　

 

　
（
故　

康
男
様
）

◇
小　
　

正　

小
金
丸　

茂
実
様 
（
故　

フ
ミ
エ
様
）

【
筑
穂
支
所
受
付
分
】

《
桜
の
園
へ
指
定
寄
附
》

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

寿
雄
様 

（
故　

ミ
ツ
子
様
）

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
香
典
寄
附
》

◇
大　
　

分　

梅
澤　

幸
広
様　

 

（
故　

ト
ヨ
子
様
）

◇
大　
　

分　

永
野　

美
津
枝
様 

（
故　

芳
則
様
）

◇
大　
　

分　

田
代　

廣
様　

 

　
（
故　

ま
さ
子
様
）

◇
大　
　

分　

谷
村　

舞
様 

　
　
（
故　

孝
様
）

◇
う
ぐ
い
す
台　

野
中　

孝
夫
様 

　
（
故　

カ
ツ
ヱ
様
）

◇
長　
　

尾　

原　
　

龍
哉
様 

　
（
故　

龍
松
様
）

◇
長　
　

尾　

大
塚　

八
雲
様 

（
故　

憲
保
様
）

◇
弥　
　

山　

吉
村　

秀
一
様 

　
（
故　

ス
マ
子
様
）

◇
下　
　

揚　

大
庭　

博
紀
様 

　
（
故　

千
芳
様
）

◇
上　
　

揚　

大
庭　

澄
芳
様 

　
（
故　

ミ
チ
ヱ
様
）

◇
桑　
　

曲　

多
田　

清
重
様 

　
（
故　

タ
ミ
エ
様
）

　
　
　

《
筑
穂
地
区
社
協
へ
初
盆
返
し
》

◇
馬　
　

敷　

瓜
生　

ミ
ヨ
子
様 

（
故　

早
雄
様
）

【
庄
内
支
所
受
付
分
】

《
庄
内
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
赤　
　

坂　

藤
川　

妙
子
様 

（
故　

格
様
）

◇
関
ノ
台　

平
城　

節
子
様 

（
故　

昭
次
郎
様
）

◇
仁　
　

保　

西　
　

弘
成
様 

（
故　

明
子
様
）

◇
本　
　

村　

佐
野　

幸
寛
様 

（
故　

幸
子
様
）

◇
赤　
　

坂　

有
松　

ヨ
シ
子
様 

（
故　

秀
克
様
）

◇
立　
　
　
　

花
岡　

隆
志
様 

（
故　

正
一
様
）

◇
安　
　

丸　

大
里　

聖
子
様 

（
故　

逸
男
様
）

◇
有
井
二
区　

林
田　

久
雄
様 

（
故　

マ
サ
エ
様
）

◇
仁　
　

保　

荻
野　

秀
之
様 

（
故　

祥
之
様
）

◇
仁　
　

保　

安
藤　

貞
惠
様 

（
故　

久
榮
様
）

◇
筒　
　

野　

笹
栗　

豊
寿
様 

（
故　

ス
マ
子
様
）

◇
新
町
一
区　

新
開　

誠
様 

（
故　

ア
サ
ヱ
様
）

《
庄
内
地
区
社
協
へ
初
盆
返
し
寄
付
》

◇
仁　
　

保　

西　

弘
成
様 

　
（
故　

明
子
様
）

【
頴
田
支
所
受
付
分
】

《
頴
田
地
区
社
協
へ
香
典
寄
付
》

◇
東
勢
田
２　

岩
橋　

静
江
様 

（
故　

冨
士
雄
様
）

筑豊地区福祉人材バンクは、あなたのやる気をサポートします！
まずは、「福祉のお仕事」ホームページにアクセスして
求職者（届出者）マイページ登録をお願いします！　　　　　　　　
筑豊地区福祉人材バンクでは、福祉の職場で活躍した
い方と福祉人材を求めている事業所とのマッチング・
仲介を行っています。
あなたのお仕事探しを、「福祉のお仕事」で効率的に‼
◆相談受付/午前９時～午後４時30分　◆定休日/土日祝日、年末年始
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ご
芳
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

https://www.fukushi-work.jp/

☎0948-２３－２２１０ 担当：久保山



目が不自由な人達へ、暮らしにかかわる知識や情報を点字で提供を行う「点訳ボランティア」
の広がりを目的に開催します。積極的なご参加をお待ちしています。
◆対　象　　　点訳ボランティア活動に関心があり、４回の講座に
　　　　　　　すべて参加可能な人
◆と　き　　　平成31年２月２日、２月９日、２月16日、２月23日
　　　　　　　いずれも土曜日。午後1時 30分～ 3時
◆ところ　　　飯塚市社会福祉協議会　会議室（柏の森956番地 4）
◆募集定員　　２０名（定員になり次第締め切り）
◆受講料　　　５８０円（資料代）
◆申し込み　　飯塚市社会福祉協議会　担当：浅田、 瀧本
　　　　　　　〒820-0011　飯塚市柏の森956番地 4
　　　　　　　電話　0948-24-4500　ファックス　0948-23-2262

　この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金の一部、皆様方の寄付金により発行させていただいております。

「聞こえのサポーター講座」のお知らせ
聴覚障害や聴覚障害者とのコミュニケーションを学び、地域や職場でだれもが、筆談などにより
コミュニケーションがとれるようになるための講座です。聞こえにくい方もどうぞ！

内　容 日　時 場　所

聞こえのサポーター講座

平成31年1月22日（火）
午前10時～正午

※天候等の関係で延期の場合は
１月29日（火）

サン・アビリティーズ
いいづか

≪お問い合わせ・申込先≫福岡県要約筆記連合会　電話・ファックス0942-72-8012（担当：土田）

「認知症サポーター」とは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を支援する応援者で
す。あなたも認知症サポーターになって、自分の家族や友人、知人、地域の方が安心して暮
らせる応援者の一人になりませんか。

日　時：平成31年1月26日（土）午前10時～11時30分
会　場：穂波交流センター
参加要件：初めての方、関心のある方

「認知症サポーター養成講座」開催のお知らせ「認知症サポーター養成講座」開催のお知らせ

≪お問い合わせ申し込み先≫
飯塚市社会福祉協議会穂波支所　電話 0948-29-5520  ファックス 0948-29-5522　
　　　　　　　　　　　　　　　担当：田上
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◆心配ごと相談日◆

◆飯塚本所　☎0948-23-2210
◆穂波支所　☎0948-29-5520
◆筑穂支所　☎0948-72-3085
◆庄内支所　☎0948-82-4736
◆頴田支所　☎09496-2-5855

※飯塚本所（第2金曜日）穂波支所（第4火曜日）筑穂支所(第1水曜日)庄内支所（第3木曜日）頴田支所（第4木曜日）

飯 塚 本 所
穂 波 支 所
筑 穂 支 所
庄 内 支 所
頴 田 支 所

12月 １月 ２月 ３月
14日
25日
5日
20日
27日

11日
22日
休み
１7日
２4日

8日
２6日
6日
２1日
２8日

8日
26日
6日
休み
２8日

（時間は、いずれも13時～15時）

心配ごと相談所開設のお知らせ


